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船の静水時の速さを毎時①kmとする Ａさんは８分で６×８０＝４８０ｍ
Ｂさんは１２分で９×６０＝５４０ｍ　進む
したがって　２４分で２人合わせて
　４８０×３＋５４０×２＝２５２０ｍ　進む

６０００÷２５２０＝２…９６０
より　２４×２＝４８分後、２人の間の距離は９６０ｍ
９６０÷（８０＋６０）＝６…１２０
より，さらに６分後２人の間の距離は１２０ｍ
このときＡは休んでいるので，残りはＢだけ進む
　１２０÷６＝２
したがって
　４８＋６＋２＝５６　分後 出会う

三角形ＡＰＥと三角形ＡＱＣの面積の変化を表す
グラフは次のようになる。

６　秒後の三角形ＡＰＥの面積は

　６－６÷３× 　＝　　cm２

　   ：４．５＝２０：２１

（９－６　）×　　　　  ＝２　×　　＝　　　← ２１

したがって

　９ー　　＝７

同じ距離を進むのに，前半と後半の時間の比は４：３
よって速さの比は３：４

２０１８番目の分数は６７３番目のグループの２番目である。
分子が２の分数の
　６７３÷２＝３３６…１
より ３３７個 約分できる分数がある。
分子が３の分数のとき，
分母はどれも３の倍数ではないので，
約分できる分数は０個。
分子が５の分数は
　６７３÷５＝１３４…３
より １３５個 約分できる分数がある。
したがって２０１８番目までの約分できない分数の個数は
　２０１８ー（３３７＋０＋１３５）＝１５４６

（①ー４）：（１．２５－４）＝３：４

　①ー４＝ ３　なので　１ ＝４
したがって船の静水時の速さは毎時１６km
求めるＡＢ間の距離は
　（１６ー４）×２＋（１６×１．２５－４）×３＝２４＋４８＝７２
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